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　　Varied　definitions　and　interpretations　of　the

terms，　“　documentation　”　and　’‘　documentalist，”　are

given　in　the　introduction．

　　Formal　education　for　documentation　in　the　United

States　is　not　very　old．　The　first　course　entitled

“Documentation”　was　given　by　Helen　M．　Focke

at　the　Western　Reserve　University　School　of　Library

Science　in　the　academic　year，　1950－51．　lt　was　fol－

lowed　by　Mortimer　Taube’s　course，　“Theory　and

Practice　of　Documentation，”　given　at　the　University

of　Chicago　Graduate　Library　School　in　1952．　ln

1958，　it　was　reported　by　George　S．　Bonn　that

courses　in　documentation　or　science　documentation

were　given　at　six　library　schools．　An　analysis　of

announcement　bulletins　of　library　schools　for　1962－

63　and　other　reports　revealed　that　sixteen　library

schools　and　two　other　departments　in　universities

were　providing　at　least　one　course　each　in　docu－

mentation　at　that　time．　Prior　to　this　academic

year，　some　suggestions　and　proposals　on　new　pro－

grams　for　training　documentalists　had　been　made

by　some　individuals　and　institutions，　among　which

the　most　remarkable　were　the　interdisciplinary

programs　for　the　training　of　information　scientists

made　by　technological　institutions．

　　Existing　and　proposed　programs　are　categorized

as　follows：　Category　1：　This　program　provides　a

few　courses　in　documentation．　ln　most　cases，　it

is　observed　at　library　schools　（15　library　schools

and　two　other　institutions）．　These　courses　in

documentation　are　isolated　from　or　not　necessarily

integrated　with　the　core　curriculum　of　the　school．

Category　II：　Thls　i＄　an　expansion　of　regular　library

science　curricula　and　consists　of　basic　courses　in

library　science　and　advanced　courses　in　documen－

tation．　Examples　can　be　seen　in　the　program　of

the　School　of　Library　Science　and　Center　for　Docu－

mentation　and　Communication　Research　at　the
Western　Reserve　University　and　in　the　programs

proposed　at　the　Georgia　Tech　Conference　on　Train－

ing　Science　lnformation　Personnel　by　faculty
members　of　the　University　of　California　School　of

Librarianship　at　Berkeley．　These　are　considerably

similar　to　the　program　of　graduate　＄chool　of　science

information　previously　suggested　by　Cohan　and
Craven．　Category　III：　This　can　be　called　inter－

disciplinary　and　is　divided　into　four　types．　Type

A：　A　combination　of　courses　in　a　science　depart－

ment　and　basic　courses　in　a　library　school　for　the

training　of　science　librarians　or　science　literature

analysts．　Curricula　of　this　type　were　once　sug－

gested　by　the　University　of　lllinois．　Type　B：　ln

this　type　of　program，　basic　library　education　is

expanded　to　include　some　portions　of　documenta－

tion　technique　and　also　is　combined　with　courses

provided　by　the　departments　of　business　admin－

istration，　literature，　and　engineering．　The　courses

given　inc1ude　industrial　management　and　systems

and　procedures，　editing　and　publishing，　research

methods　in　engineering　management，　etc．　lt　was

proposed　by　the　Drexel　lnstitute　of　Technology　at

the　Georgia　Tech　Conference．　Type　C：　This　pro－

gram　consists　of　courses　in　science，　language　and

information　science　and　was　proposed　and　is　being

carried　out　at　the　Georgia　lnstitute　of　Technology．

Type　D：　This　consists　of　mathematics，　linguistics，

logic，　psychology，　electrical　engineering，　etc．　and

forms　information　science．　This　interdisciplinary

type　of　curriculum　has　been　con＄idered　or　experi一
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mented　with　by　Lehigh　University，　Massachusetts

Institute　of　Technology，　the　University　of　Pennsyl－

vania　and　the　University　of　Michigan．

　Although　in　recent　years　there　has　been　a　re－

markable　increase　of　library　schools　with　a　few

separate　documentation　courses　in　their　curricula，

this　obviously　has　not　been　suthcient　to　solve　the

current　problems　of　education　for　documentation・

Formal　education　for　documentation　in　the　United

States　is　apparently　developing　in　two　ways：　1）　a

separation　between　traditional　library　education　and

new　education　for　information　science，　and　2）　the

development　of　new　educational　programs　which

include　information　science　as　well　as　traditional

librarianship．

　A　careful　study　is　needed　to　determine　whether

training　for　documentalists　should　be　divided　into

separate　educational　programs　for　subject　librarians，

subject　literature　specialists　and　information　spe－

cialists．　A　study　of　the　possibility　of　establishing　a

comprehensive　education　program　combining　li－

brary　science　and　information　science　should　be

made．　A　general　and　thorough　basic　exploration

should　also　be　made　of　how　documentalists　are　to

be　trained．

　　　　　　　　　　　　　（Japan　Library　School）
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ま　え　が　き

ドキュメソテV・一一・ショソ関係科目の実態

ドキ＝メソテーショソ教育課程設定の試み

ドキュメソテ・・一一・ショソ教育課程の諸型

む　す　び

1．ま　え　が　き

　ドキ＝メンテp一・ショソ教育における各種の隆路は焦眉

の問題として，その解決を迫られているが，米国のドキ

ュメソテt・・一・一ション教育が大学の正規の教育において，ど

のようにとり上げられ，どのように発達しつつあるか，

また今後の動向としてどのような見通しを立てることが

できるかという点を検討してみたいというのが筆者の意

図である。

　広い意味でドキュメソテt・一一・・ショソ教育といえば，単位

の取得に関係のない短期間の講習会，研究会，その他現職

者の現場訓練なども含まれるし，それらも重要であるこ

とは勿論だが，そろそろわが国でも大学におけるドキュ
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メソテーショソ教育の正規の課程を考慮してもよい時期

であると考えられるので，ここでは米国の大学における

正規の課程のみをとり上げた。

　本論に入る前に，ドキュメソテt・・…ショソないしはドキ

ュメソタリストという言葉の意味をはっきりさせておく

ことが必要であろう。ドキュメンテーションという言葉

はヨーロッパにおいては古くから使われて来たが，その

意味はいろいろに解釈されて来準。しかし，ここではド

キュメソテr・一一・ショソという言葉の定義の歴史を辿ること

が目的ではないので，比較的近年になって使われた定i義

または解釈のうち，その代表的なものを一瞥するに止め

る。

　A．B．　A．　Evansは，　KXドキュメンテーションの定i義と

して最も権威のあるものは，1945年にJournα1　of　docu－

mentαtionのためにASLIBの採用したもの，すなわち

‘専門分野の知識を記録し，組織し，配布することであ

る，’という定義である。”といい，更に“ドキュメソテt・一一・・

ショソはレポート作成，出版，抄録分類，索引，再集

成，提示および配布という作業の全域を包含するもので

ある。”1）といっている。

　S．C．　Bradfordは1948年に，“ドキュメンテーショ

ンは実際の必要から生まれた技術であって，献身的で熱

意のある人々によって実践されてきた。名は世に出なく

とも，この骨の折れる利他的な働きこそ，社会の発達に

貢献しているのである。というのは，社会の発展は記録

されたインフォメーションを入手出来るか否かによって

左右されるからである。このドキュメソテt・d…一ショソの技

術はあらゆる知的活動の記録を収集し，分類し，入手し

得るように準備する技術である。”2）更にXNドキュメンテ

ーションはライブラリアンシップの持つ広範囲な技術の

一面に過ぎない。ドキュメンテーションはその特殊な面

であり，特別な学問研究を必要とする。なぜならば，ラ

イブラリアンシップは図書の取り扱いに関するあらゆる

面に関係するが，ドキュメンテーションは定期刊行物の

記事，パソフレヅト，報告書，特許明細書などに記録さ

れた一次的インフォ■一・一・メーショソを入手し得るようにす

ることを目的としているからである。”3）といっている。

米国におけるドキュメソテt一一’‘ショソの定義ないし解釈を

見ると，Margaret　E．　EganとJesse　H・Sheraが1949

年に，“われわれはドキュメソテーショをビブリオグラ

フィック・コントロールという意味で使ってきた。”4）と

いっているのは興味深い。James　D．　MackとRobert

S．Taylorが編集iした　A　sツstem（：）f　documentation
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1erminology（1956）によれば，“インフォメーション

を最も入手し易く，かつ統合されたものとすることを目

的として，記録された専門分野の知識を秩序整然と提示

し，組織し，伝達するために必要な一連の技術，”5）とい

う定義が与えられている。

　Ralph　Shawは，ドキュメンテーションという科目が

ラトガース大学のライブラリー・スクールに設けられた

ときに，その科目説明の中でKXドキ＝メソテーショソと

は特定の利用者の持つ専門的要求に関し，印刷物ないし

その他の記録のもつ知的内容を同定し，記録し，組織

し，蓄積し，再抽出し，更に一層利用し易い形に転換

し，総合し，配布することである。”6）といっている。

　前にも述べたように，多くの文献に現われたドキュメ

ンテーションの定義を網罹することは，本文の目的では

ないから割愛するが，中には従来図書館で行なわれて来

た技術と区別の付かないものや余り簡単で漠然として要

領を得ないものもある。Robert　E．　CoughlanがPoo％一

mentationプ加science　and　engineering（1960）の中で

ドキ＝メソテーショソとは“インフォ…一・メーションの伝

達を正確，迅速，かつ経済的に行なう巧みな提示と系統

的な実証”7）であるといっているのはその一例である。

　日本においても，従来ドキュメンテーションとは何か

ということについて，いろいろと論議されてきたが，

その多くは新しい図書館学が酌んであるかを知らない人

々や，進歩の遅れた従来の図書館の業務しか知らない連

中が，この新しい言葉に飛び付いて徒らに騒ぎ立て過ぎ

た嫌いもあった。米国でもドキ＝メンテt・・一・・ショソないし

ドキュメンタリストという言葉が色々に解釈されている

ので，Georgia　Institute　of　Technologyで1961一一62

に行なわれた“科学情報専門家教育に関する会議”では

ドキュメンテーションおよびドキュメソタリストという

言葉の使用を避けている。そのかわりにインフォーメPt

ショソ・サイエンス（情報学）という言葉をあらたに定

義して，“情報の性質，行動　情報の経路を支配する原

理，および情報を適宜入手利用するための情報処理の手

法を探究する学問。処理法としては，情報の作成，収集，

組織，蓄積，再抽出，配布，形式変換，利用というよ

うなプロセスを含む。情報学という分野は数学，論理

学，言語学，心理学，計算機工学，オペレーション・リ

サP一チ，グラフィック・アート，コミュニケe・一・一bション，

ライブラリー・サイエンス，経営学などに由来するか，

それらに関連のある学問である，”8）としてドキュメンテ

ーションにおきかえている。さらに，この処理を担当す
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る職員を3つのグルe・一…プ，すなわち，サイエンス・ライ

ブラリアン　（科学司書），テクニカル・リテラチュア・

アナリスト（科学文献分析専門家）およびインフォーメ

ーション・サイエンティスト（情報科学者）に分離して

いる。これらの言葉の定義は“サイエンス・ライブラリ

アンとは，必ずしも深く知る必要はないが，広く科学に

ついて知っており，科学文献について包括的な知識をも

っているライブラリアンで，（1）本質的にライブラリア

ンであるから，図書館の業務に関する普通の問題を取り

扱うことが資格として必要であり，（2）科学文献探索を

行なうことは出来ても，一般的に言ってその文献の内容

を批判的に評価する能力はないという点でリテラチュ

ア・アナリストと異なる。テクニカル・リテラチュア・

アナリストとは，実際科学技術の分野の学問を深く修め

た上に，更にある程度広い科学技術の知識と科学技術文

献に関する完全な知識を持つもので，その専門分野の問

題を探究している研究者のために文献分析ををする能力

のあるもの。インフォe・・…メーショソ・サイエンティスト

とは，インフォt一一一・メーションの問題に対し新しい解決を

計る者で，インフォーメーションそれ自体に関心を持つ

もの。”9）とされている。

　先にドキュメソテe一一・・ショソは広義のライブラリアソシ

ヅプの一面であるというBradfordの言を引用したが，

従来の狭義のライブラリアンシップとドキュメンテーシ

ョンとの相違について，Ralph　Shawは“一般的な図書

館業務ないし系統的書誌業務からドキ＝メソテーショソ

が分化していることは，元来主題分析の専門化というこ

とがどの程度行なわれるかという程度の問題である。”11）

と述べている。またMortimer　Taubeは“ライブラリ

アソシヅプと最近発達して来たドキ＝メソテーション…

…との根本的相違はまさにインフォーメt・・…ショソの考え

方にある。というのは標準的図書館実務と最近のドキュ

メンテーション……との本質的相蓮点の一・つは，蓄積さ

れた資料の分析と量の程度が異なるという点である。…

…もっとも重要な相違というものは，すべて程度の相違

である。なぜならば，程度の相違こそサイエンスに関係

のあることであり，また程度の相違こそ，異なるシステ

ムを運営するに当っていかなる技術・手段を必要とする

かということを決定するものであるからだ。”11）と言っ

ているのは玩味すべきことであろう。

　本文ではドキュメンテーションとは“広義のライブラ

リアンシップの一部であり，特定の利用者の持つ主題専

門的要求に応ずるために，種々の記録物に内蔵された，
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ないしは記録されざるインフォーメーションを発見し，

入手し，同定し，記録し，組織し，蓄積し，再抽出

し，形式変換し，総合し，配布する技術である”という

ように定義し，この技術を駆使するドキュメンタリスト

は，“（1）基礎的ライブラリアソシヅプの知識を持ち，

（2）専門主題文献についての知識と主題分野の知識を持

ち，従って主題分野の文献の内容を分析する能力を有

し，更に（3）インフォーメーション・サイエンスの知識

を持つことが要求される者”として論旨を進めたい。以

下米国のドキ＝メンテe・・一・・ショソ教育の歴史と現状を一瞥

し，その将来の見通しについて若干考察しようと思う。

II．　ドキュメンテーション関係科目の実態

　米国におけるドキュメンテーション教育の始まりを，

主題分野の図書館業務の教育というように広い意味に解

釈すれば，Linda　H．　Moreyその他によって講述され

た“専門図書館”という学科目がColumbia　University

School　of　Library　Serviceセこ始めて開設された1929

年に遡ることも出来よう。当時の要覧によると，“本科

目の目的とするところは，学生をして専門分野の図書館

サービスの技術と原則を理解せしめ，又一・般の図書館に

おいては平ならざるも，専門図書館においては盛んに行

なわれる理念ならびに諸活動を教示するにある。講義の

他に，ケース・メソッドを用い，よって専門化の原則を

具体的事例に適用せしめるようにする。”12）とあるだけ

で，詳しいことは判らないが，少くとも専門分野におけ

る専門化という問題を1っの学科目として取り上げたと

いう意味で，ドキュメンテーション教育の萌芽とでも言

うことが出来よう。

　しかし，現在考えられているような意味でドキュメン

テーション教育というものが米国の大学において行なわ

れるようになったのは第2次大戦以後のことであって，

戦中戦後に生産されたおびただしい量のイソフォーメt・一・・一

ショソを処理するに当って，いろいろな問題が起って来

てからであった。主として政府機関，軍隊においてこの

ような問題が起ったのであったが，そのぼう大な情報．

資料を整理させようとして図書館専門家の協力が要請さ

れたが，その一般的な整理技術だけでは十分な結果が得

られなかった。そのために主題分野の専門家の起用が必

要となったのであるが，この場合，初歩的な整理作業か

ら理解させなければならないというハンディキャップが

伴った。

　Sheraによれば，1947年にドキュメンテーション的な
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内容をかなり盛り込んだ科目がシカゴ大学のGraduate

Library　Schoo1で講ぜられたことが報告されているが，

それによると，“すでに1947年には，‘書誌組織論’お

よび‘分類理論’といういずれも現在ではドキュメンテ

ーションと見傲：されるものをかなり含んだ学科目がそれ

ぞれMargaret　E．　EganおよびJesse　H・Sheraの担

当で講ぜられた……”13）という。

　しかしドキュメンテーションという名を冠した学科目

が始めて大学正規の科目として設けられたのは，1950一一

51年度Western　Reserve　UniversityのGraduate

School　of　Library　Science　l，こおけるHelen　M．　Focke

担当のもので，当時の要覧には“科目名：ドキ＝メンテ

e・一一 Vョソ。3単位。研究資料を記録し，その所在を発見

する種々の手段の調査。ただし書誌および索引誌の現状

に重点をおく。索引作成，抄録作成，逐次刊行物の取り

扱い法の如きドキュメンテーション技法についても特別

に講ずる。……”14）と記載されている。

　続いてドキ＝メソテーショソの科目が1952年に

Chicago　University　Graduate　Library　Schoo1で開

設された経緯がTaubeによって報ぜられているが，15）

当時の要覧には次の如き説明が付されている。“科目名：

ドキ＝メソテーショソの理論と実際。図書館業務を拡張

して，インフォーメーションを組織し，再成し，配布す

ることの検討。また、インフォーメーション・センタt一一・

ないしドキュメンテーション・センターにおいて図書館

資料を取り扱う新しい技術の分析と評価。”16）この後，

ドキ＝メソテーショソを扱う科目を開設するライブラリ

ー・ Xグールは段々に増加していったが，その中でも

Western　Reserve　University　School　of　Library

Scienceの一部として1955年4月にドキュメンテーシ

ョン・コミュニケーション研究所が設立されたことは，

米国のドキュメソテーーショソ教育史上特筆されるべきこ

とであった。この研究所の設置目的は，・（1）ドキュメン

テーションの研究，（2）ドキュメンテーション研究の成

果およびその主な開発を産業界ならびに政府機関に伝達

すること，（3）実施サービス，（4）ドキュメンテーショ

ン教育，に分れていて，School　of　Library　Scienceの

一部として，ドキュメソテt一一一・ショソ専門家育成のために

大学院課程の教育を行なっており，：文献の機械探索に関

する種々の科目も設置している。17）

　George　S．　Bonnの1958年の調査報告によれば，科学

ドキュメンテーション活動に従事する職員の養成を行な

っている教育施設のうち，米国のライブラリー・スター
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ル35校のうちSiNドキ＝メソテーション”という科目名

を付けた学科目が4校に開設され，“科学ドキュメンテ

ーション”という名の科目が2校に設けられていること

が報告されている。更に索引・抄録法に関するもの2校

文献機械探索，言語工学，マイクロレコード技術の適用

に関する科目を講ずるもの1校となっている。包括的な

科学技術文献と称する科目よりも更に限定された範囲の

科学書誌を扱う科目として，医学書誌を教えているとこ

ろが5校，農学書誌生物学書誌，薬学書誌を教えている

所がそれぞれ1動ずつあった。18）以上のうち“ドキュメン

テーション”は．University　of　California（Berkely），

Columbia　University，　Rutgers　University，および

Western　Reserve　Universityのライブラリt一一…スク

ールにおいて，“科学ドキュメソテーショゾノはCatholic

University　of　AmericaとUniversity　of　Michigan

のライブラリー・スクールであった。19）

　科学技術情報を取り扱う職員に関するシンポジウムが

Modern　Language　Association　of　Americaの主催

で1960年4月に開催されたが，このシンポジウムに際

し．P．　R．　deTonnancourが提出した報告によれば，

“認可されたライブラリー・スクールのうち2／3以上が専

門図書館に関する科目を開設しており，ほとんどすべて

の学校で科学技術文献の科目が設けられ必修とされてい

るが，必修とされない場合でも選択学科目として履修し

得るようになっている。またドキュメソテe一・・ショソある

いは科学ドキュメンテーションの科目は全体の20％に

当る学校に設置されている。”20）と報告されている。

　ADIのドキ＝メソテーショソ教育常任委員会の1961

年1月のドキ＝メソテーショソ教育に関する報告による

と，21）“一般に認識されているよりも多くの科目が開設

されており，その大部分はライブラリー・スクールに設

けられている。そして，ドキュメンテーションの技術と

既成の図書館的技法，新しい数学的又は工学的技術との

関連にますます重点が置かれるようになってきている。”

この調査の結果，ドキュメンテーションの科目が12の大

学等の施設で講ぜられていることが判ったが，そのうち

大学の正規の科目として開設されていたものは次のライ

ブラリ・一・スクール7校と他に2校の計9校であった。

ライブラリー一・スクーールではUniversity　of　California

School　of　Librarianship　（Berkeley）；　Columbia　Uni－

versity　School　of　Library　Service；　Drexel　lnstitute

of　Technology　Graduate　School　of　Library　Science；

Indiana　University　Division　of　Library　Science；

University　of　Michigan　Department　of　Library

Science；　Rutgers　University　Graduate　School　of

Library　Service；　Western　Reserve　University

School　of　Library　Scienceカミ挙げられ，それ以外に

American　University　School　of　Goverment　and

Public　Administration（Washington，　D．　C．）とUni－

versity　of　California（Los　Angeles）・のエクステンシ

ョン・コースとしての科目が挙げられている。

　アメリカ図書館協会の教育部会が編集したNX専門図書

館，”xxドキェメソテーショソ，”“主題別文献学”などに

関するライブラリー・スクール科目一覧表22）および

1962－63年度の各ライブラリー・スクールの要覧をしら

べた結果，独立した科目を設けてドキェメソテー・ショソ

教育を行なっているライブラリー・スク・・…一ルは1963年

に次の16校を数えることが出来た。それらの学校とド

キュメソテーーショソ関係の科目名を挙げると：

　1．　Atlanta　University　School　of　Libi’ary　Service

　　　　“Documentation”3単位．

　2．　University　of　California　School　of　Librarian－

　　　ship　（Berkeley）

　　　　“Introduction　to　Documentation”2単位．

　3．　University　of　California　School　of　Library

　　　Service　（Los　Angeles）

　　　　“　Special　Co11ections　and　Documentation　”　2

　　　　単位．

　　　　“Information　Retrieval”

4．　Catholic　University　of　America

　　　　“Automation　of　Library　lnformation　Ser一

　　　　　：A　．．一　））
　　　　vlces

　　　　“　Documentation　”

　　　　“Indexing　and　Abstracting”

5．　University　of　Chicago　Graduate　Library　School

　　　　“Science　Information　Services”1単位．

6．　Columbia　University　School　of　Library　Service

　　　　“　Documentation　and　lnformation　Systems　”

　　　　3単位．

　　　　“Science　and　Technical　Abstracting　and

　　　　Indexing’13単位．

7．　University　of　Denver　Graduate　School　of

　　Librarianahip

　　　　“Documentation　and　lnformation　Retrieval”

　　　　2．5　qt．　hrs．　（quarter　hours）

　　　　“Seminar　in　Documentation”単位未定．
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　8．　Drexel　lnstitute　of　Technology　Graduate

　　　　School　of　Library　Science

　　　　　　“Documentation”　3　qt．　hrs．

　　　　　　（その他“Seminar　in　Search　Strategy”9

　　　　　　qt・hrs．，又商学部の“Business　Electronics”

　　　　　　2qt．　hrs．および“Case　Studies－Computer

　　　　　　Programming”　3　qt．　hrs．）

　9．　Florida　State　University　Library　School

　　　　　　“Bibliography　and　Documentation”

10．　lndiana　University　Division　of　Library　Science

　　　　　　“　Science　Bibliography　and　Documentation　”

　　　　　　2単位．

11．　University　of　Michigan　Department　of　Library

　　　　Science

　　　　　　‘’Documentation　of　Scientific　Literature”

　　　　　　2単位．

　　　　　　“Electronic　lnformation　Systems　for　Li－

　　　　　braries”2単位．

12．　University　of　Pittsburgh　Graduate　Library

　　　　School

　　　　　“　Documentation　Control”

13．　Rutgers　University　Graduate　School　of　Library

　　　　Service

　　　　　’‘　Abstracting　and　lndexing　for　lnformation

　　　　　Service”3単位．

　　　　　“　Literature　Searching　and　Documentation　”

　　　　　3単位．

14．　Syracuse　University　School　of　Library　Science

　　　　　“Information　System　in　Libraries”3単位。

15．　University　of　Texas　Graduate　School　of

　　　Library　Science

　　　　　“Data　Banking　Systems”

16．　Western　Reserve　University　School　of　Library

　　　Science

　　　　　“Documentation”3単位．

　　　　　“Machine　Literature　Searching”2単位。

　　　　　“Information　Processing　on　Computors”

　　　　　2単位．

　　　　　“Language　Engineering”2単位。

　　　　　“Numeric　Orientation　to　Computers”2単

　　　　　位．

　　　　　“Special　Studies　in　Documentation”単位

　　　　　未定．

　以上の外にライブラリー・スク・一ルで概説，科学技術

関係の資料コe…一・ス，資料組織コース，経営管理コースな

どでドキュメンテーションに触れるものを含めれば，ほ

とんどすべてのライブラリ・一・・…スク・一・一ルが挙げられるこ

とになろう。

III．　ドキュメンテーション教育課程設定の試み

Taubeは“インフォーメーション関係のライブラリア

ンの課程”として次の5っのコ・一スを提案している。23）

1．

2．

3．

4．

5．

　　また，

ため，大学院（School　of　Science　lnformation）の1年

課程として次の14科目を提案している。24）このうち7番

目のコースが4単位である他はすべて2単位である。こ

のカリキュラムは1960年に開催された科学・技術情報

専門家に関するシンポジウムに当り，参加者の意見に現

われた要素を反映して作成されたものである。

　　1．　lnformation　Sources：　Biological　Sciences

　　　　　and　Medicine

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

1　1．

12．

13．

14．

The　Political　Science　of　lnformation

The　Logic　of　lnformation

The　Mechanics　of　lnformation

The　History　of　lnformation

The　Communication　of　lnformation

　　CohanとCravenは科学情報を扱う専門職の

Information　Sources：Chemistry

Information　Sources：　Physical　Scie耳ces

and　Mathematics

Information　Sources：Engineering

Science　Information　Center　Administration

Acquisition　of　Science　Information

Description　and　Sublect　Analysis　of　Science

Information

Abstracting　and　Annotating　Science　Infor一

　　　　matlon

Graphics　and　Publication

Reference　Work　and　Retrie▽al　of　Science

Information

Language　and　Science　Information

Science　Information　Theory　and　Systems

Development

Science　Information　Instrumentation

Theory　and　Practice　of　Information　Inter－

pretation　and　Research．

著者らはこのようなカリキュラムを持った大学院課程
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を新しい専門職教育のために開設すべきであると説いて

いる。

　National　Science　Foundationから財政的援助を受

けて，アメリカ大学行政学科では米国生物科学’協会と

連携して生物科学における情報伝達に関する研究会を

1961年に主催したが，その報告書の中で科学情報の伝達

を取り扱う者を大学の正規の課程において教教育する場

合，2っの方法が考えられるとし，（1）すでに理科系統

の分野で学士ないし修士課程を修了したものに対し，

大学院課程の科学情報伝達に関する学問を教えるこ

と，（2）別の分野で学位を得ている者，ないしすでに図

書館学科の科目を修得している者で科学教育を受けてい

ない者に対し，大学院課程の科学情報伝達に関する学問

を教えること，を挙げている。更に勧告の中で，かかる

大学院課程のカリキュラムを研究することの必要性を強

調している。25）

　1961年および1962年の科学情報専門家教育に関する会

議の際に，Kyle，　CrawfordおよびBarkerの提出した

論文には科学司書，科学文献分析専門家，情報学者の3

者に対しそれぞれ次のような内容を織り込んだカリキュ

ラムが必要であるといっている。26）

　1．科学司書

　　　科学術語，科学史および科学概論，科学の学問構

　　　造，科学関係諸機関，科学文献，在来のライブラ

　　　リアソシップのかなりの部分，情報操作工程の機

　　　械化，および関連主題。

　2．科学技術文献分析専門家

　　　理科系統の教育を受けていること，外国語の能

　　　力，科学技術文献く情報源を含む），情報組織分

　　　類理論，索引作成，またある程度の主題目録およ

　　　び記述目録作成法。

　3．情報学者

　　　数学（少なくとも記号論理学，群論線型代数

　　　学，確率論，統計学），電子計算機プログラミソ

　　　グ，言語学，情報学。

　Georgia　Institute　of　Technologyで開かれたこの

会議では，種々のカリキュラムが提案されたが，次にそ

れらを略説する。

　1．　University　of　California　School　of　Librarian－

ship　（Berkeley）

　このカリキュラムは科学司書のためのもので，次のよ

うにライブラリー・スクールの基本科目計16単位を履修

する以外に新しい科目を少くとも12単位，計28単位を
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　履修することが要求される。27）

　　　Intorduction　to　Cataloging　and　Classification

　　　4単位，前期．

　　　Bibliographies　and　Reference　Materials　4単

　　　位，前；期．

　　　Introduction　to　Librarianship　2単位，前期．

　　＊Graphics　and　Publication　2単位，前期．

　　＊Language　of　Science　Information　2単位，前

　　　期．

　　　Reference　and　Government　Publications　4単

　　　位，後期．

　　　Special　Problems　in　Classification　and　Catalog－

　　　ing　2単位，後期．

　　　Science　lnformation　Center　Administration

　　　2単位，後期．

　　　Information　Sources　in　Biological　Sciences，

　　　Medicine　and　Chemistry　2単位，後期．

　　　Information　Theory　and　Systems　Develop－

　　　ment　2単位，後期．

　　＊　lnformation　Sources　in　the　Physical　Sciences，

　　　Engineerig　and　Mathematics　2単位，夏期．

　　＊　Abstracting　and　Annotating　Science　lnfor－

　　　mation　2単位，夏期．

　　†Science　Information　Instrumentation　2単位，

　　　夏期．

　但し＊印は2科目の内1科目，†印は3科目の内2

科目を履修。またこの案では卒業後，科学図書館におい

てインターンシップを行なうことを考慮している。

　このカリキュラムは在来のライブラリー・スクーールの

基本カリキュラムにCohanとCravenの提案したカリ

キュラムを圧縮して結びつけたような形式のものであ

る。

　2．　Drexel　lnstitute　of　Technology　Graduate

School　of　Library　Science

　ここの提案はライブラリー一・スク’一ルを主体に，商学

部，文学部，工学部管理工学科と連携して一つのカリキ

ュラムを作る案である。28）

　　ライブラリー・スクールの科目

　　　　科学資料の収集，組織論

　　　　経営学

　　　　文献探索法

　　　　抄録注解法

　　　　ドキュメンテーション・システムー体化
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　　　　ドキ＝メソテーショソにおける機械化

　　商学部の科目

　　　　経営管理学

　　　　システム及びプロセデュア

　　文学部の科目

　　　　編集出版

　　工学部管理工学科の科目

　　　　研究方法論

　　卒論

　なお，編集出版，科学書誌，科学または工学，または

計算機工学のいずれかを副専攻とすることもできる。

　3．　University　of　lllinois

　この大学の提案した課程は，ライブラリー・スク’一ル

と生物学部署は化学部との連携による課程で，学部課程

と大学院課程のプログラムが報告されたが，29）ここには

そのうち修士課程のプnグラムで化学関係のものを示し

ておく。

　　a）科学文献分析専門家のためのプログラム

　　　　分類目録　　　　　　4単位

　　　　科学技術文献　　　　　　　4単位

　　　　政府刊行物　　　　　4単位

　　　　化学およびその関連科目　20単位

　　b）科学司書のためのプログラム

図書館経営学

分類目録
科学技術文献

政府刊行物
図書館学骨導

書誌学特講

　　　　化学およびその関連科目

　この他に個人指導をうけながら，文献のレヴューを行

ないこれを論文として提出する。

　以上はライブラリー・スクe一・一・ルが他学部または学科と

連携して行なうプログラムであるが，ライブラリー・ス

ター・ルの全然加わっていないプログラムも，以下のよう

に，5校ばかりの例が科学情報専門家教育会議に報告さ

れている。

　1．　Georgia　lnstitute　of　Technology

　ここの課程は科学技術情報専門家のための大学院課程

で，次のような学問領域の科目から構成される。30）

　　自然科学領域　（40％）

　　　　理論数学

　　　　電磁気学

4単位

4単位

4単位

4単位

4単位

4単位

8単位
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　　　　現代物理学原論

　　　　有機化学

　　　　生物学

　　語学領域　（20％）

　　　　科学独文講読

　　　　語学研究（2科目）

　　情報学領域　（40％）

　　　　情報伝達理論

　　　　情報源および書誌的技法

　　　　蓄積および再抽出のための情報組織，情報提

　　　　示法，抄録再成，翻訳，報告，情報技術の；機

　　　　械利用

　この提案は1963年からすでに実施されている。

　2．　Lehigh　Univer．g．ity

　この大学の情報科学研究所での実際の必要から考えら

れた案で，科学文献分析専門家を養成するプログラムで

あり，情報科学者のためのイントロダクションになると

考えられている。31）

　　主体となる科目

　　　　情報源

　　　　科学情報の流れと利用

　　　　言語および情報分析

　　　　システムのデザインと評価

　　補助科目

　　　　心理学

　　　　経営学

　　　　哲　学

　　　　数　学

　3．　Massachusetts　lnstitute　of　Technology

　ここの電気工学科の考えているCommunications

Science　Programで，科目は次の分野のものである。32）

　　電気工学

　　数　　学

　　言語学

　　論理学

　　オペレーション・リサーチ

　4．　University　of　Pennsylvania・

　Computer　and　Information　Science　Programと

いわれるもので，電気工学，語学．数学，哲学，心理

学．経済学，経営学の諸学部・学科が連携して行なおう

とする課程であって，主な科目は次の分野のものであ
る。33）

　　数　　学
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　　計算機のプログラミングおよび機械語

　　論理学および論理的構造

　　メカニズムおよびシステム

　5．　University　of　Michigan

　ここのものはCommunication　Sciencesのプログラ

ムで，構成科目は次の分野である。34）

　　数　　学

　　電気工学

　　生理学

　　心理学

　　言語学
　以上の他にドキュメンテーション教育を行なっている

2校がADIの報告に記載されていたことは前に記した

が，学校名と共に科目名も挙げておく。

　1．　American　University　（Washington，　D．　C．）

　ここのCenter　for　Technology　and　Administration

で“Management　of　Documentation”（3単位）とい

う科目を後期に設置しており，他に短期間の講習を1962

年2月に開いている。35）

　2．．　University　of　California　（Los　Angeles）

　ここのライブラリt・・・・…　スクールのプログラムとは別

に，‘・Information　Storage　and　Retrieva1”という科

目が2週間の短；期講習でUniversity　Extensionとして

設けられており，単位も与えられることになってい
る。36）

IV．　ドキュメンテーション教育課程の諸型

　米国のドキュメンテーションの教育課程は，次のよう

に区分することが出来る。

　1．遊離型
Western　Reserve　Universityを除く15の大学のラ

イブラリー・スクールとAmerican　University　Center

for　Technology　and　Administrationがこの型に属す

る。University　of　California（Los　Angeles）のUni－

versity　Extensionの科目の設けかたもこのタイプと見

てよいであろう。ほとんどライブラリt一・・…スクールに置

かれ，科目数は1ないし3科目で，多くの場合図書館学

の主体に，取って付けたように設けられている。従って

全体のカリキュラムと特別融合していないで，遊離した

形である。1科目は普通2～3単位のものが多く，ドキ

＝メソテーションの概論的なものが多い。

　2．拡　張型
　Western　Reserve　Universityのライブラリー・スク
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e・・・… 汲ﾆCenter　for　Documentation　and　Communica－

tion　Researchの課程を合せたプログラム，　University

of　California（Berkeley）のライブラリー・スクールが

Georgia　Techの会議に出した提案がこの型に入る。い

ずれも図書館学の基本とドキュメソテP・一一ショソの科目を

結合したもので，全体として1っのカリキュラムを形成

している。CohanおよびCravenの提案したカリキュ

ラムも同様の構想と見倣すことが出来よう。しかし，3

つの場合にそれぞれ違ったニュアンスがあることは，科

目を比較するとよくわかる。学科連携型となっているの

で3．b）型に入れられるけれど，　Drexel　Institute　of

TechnologyのカリキュラムはライブラリP一・スクtti一・ル

が主体となっているのでこの型に近いものである。

　3・学科連携型

　このカテゴリーのものに4種類あって，a）従来の図書

館学と自然科学の両分野を連携させるもの；b）図書館

学にドキュメンテーション技法を含めたものに，商文，

工学部の科目を連携させるもの；c）自然科学，情報学，

語学の諸分野を連携させるもの；d）電気工学，数学，

言語学，論理学，心理学，経営学などを連携させた情報

学。

　a）この型はUniversity　of　Illinoisの案に見られる

もので，図書館学か自然科学かいずれか一方を深く学ぶ

ことによって，科学司書になったり，科学文献分析専門

家になったりするという考えに基づいている。この課程

には情報学の要素は含まれていない。

　b）Drexel　Institute　of　Technologyの案で2型と

3・d）型の中間に位置するものであるが，主体は情報学

をとり入れた図書館学にあるので，2型のヴァリエーシ

ョンとも見倣される。

　c）Georgia　Institute　of　Technologyの方法で，情

報学領域の科目は2型における図書館学の基礎科目を取

り去ったもので，これに自然科学，語学の領域を組み合

わせたものである。

　d）　Lehigh　University，　Massachusetts　lnstitute

of　Technology，　University　of　Pennsylvania，　Uni－

versity　of　Michiganの案でいずれも情報学を教えるも

のであるが，Lehigh　Universityのものは情報学を主

とし，これに情報学の基礎となる数学，論理学，心理学

などを補助科目として連携させるのに対し，他の3校で

は，電気工学，数学，言語学，論理学，心理学などの基

礎学問を配して情報伝達の理論科学を形成するという点

に相違がある。
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V．む　す　び

　1958年から1963年にいたる5年間に，ドキュメンテー

ションのコースを少なくとも1科目有するライブラリー・

スク・・一・一ルが6校から16校に増加したが，このことは，ド

キュメソタリストの養成が急務とされている証明にはな

っても，現在必要とされているドキュメソタリストの教

育が，このような方法で十分だとはし決て考えられてい

ない。むしろ，このような方法では不十分であるとして，

ドキュメソタリストを科学司書，科学文献分析専門家，

情報専門家にわけて，それぞれに適した教育課程が考案

されるになったのであるが，今までに新規に提案された

プログラムはやや思いつき程度のものが多く，根本的な

調査研究に欠けている恨みがある。

　かってSheraは、，ドキュメンテーションはライブラ

リアンシップの一部であるという考えに基づいて，次の

ようにいっている。“結論としていえば，　ドキ＝メンテ

t・d… Vョソはライブラリアンシップのかなめである。しか

もライブラリアンの本来の任務は，書誌を構成するエキ

スパートにな：ることにある。……そうであるとすれば，

ライブラリアンをして書誌構成上の諸問題を自ら解決さ

せ，まだまだ未開の主題書誌の世界におけるリe・一一・・ダー一と

して，今一度認められるようにしようではないか。そし

て，ドキ＝メソテーションと言うむずかしい学問におい

て，新しい専門職としての自尊心をかち得るためではな

く，社会における本当の目的が何であるかを再発見させ

ようではないか。”37）

　Sheraと反対の意見を持ったTaubeは次のように述

べている。“一・方の端にドキュメソタリストと情報専門

家が居るようなスペクトラムを考えてみると，公共図

書館司書は他の端に，専門図書館司書は中央に位置す

ることになるであろう。”彼は続けて，こうも言って

いる。“ドキュメソテe…N・ショソを強調すると，ドキュメ

ソタリストの中に含めることの出来るライブラリアンが

若干いるであろう。ライブラリアンシップの方法を強調

すると，ドキ＝メンタリストの年三こは，ライブラリア

ンの中に入れられるようなドキ＝メンタリストを，若

干見出すことが出来るであろう。この問題は共働とい

うことで解決が出来るであろうか？　私にはそうは思

われない。　ドキュメンテーションという専門職は，　ラ

イブラリアンに対して二つの問題を投げかけている。第

1に，専門図書館員を包含するところまで発展してきて，

ライブラリアンシップの支配権をおびやかし，第2に
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は，これまでライブラリアンシップにとって重要だと思

われていなかった新しい技術や知識を必要なものとした

ということによって，ドキ＝メンタリストの教育に新

しい方法を用いなければならないという結果を招来し
た。”38）

　CohanとCraヤenは，現在のライブラリt一一・・一・スクー

ルが一般的に持っている欠点を指摘した後に，“すぐれ

た人材を募集出来るように，惰性となっている種：々の要

因に打ち勝つために，また一層効果的に情報専門家を教

育するために，”39）前に紹介したような新しい教育計画

を提案したのだといっている。

　1962年5月，ワシントンD．C．で開催された第53回

専門図書館大会の科学技術部会工学部門の“科学情報担

当職員の教育”と題するパネル・ディスカッションの胃

頭で，Christopher　G．　Stevensonは，“イソフオt一一一・・メー

ショソの組織，およびその利用に関する教育方法は，大

部分のライブラリー・スクe一・…ルでは……今日と，少な

くとも30年前と，本質的には変っていない。現在，大部

分のライブラリ・一・スク’一ルのカリキュラムは……科学

情報担当専門家を教育するには不十分であり，従来のや

りかたで適切な取り扱いが出来る筈がない。……情報管

理の分野で起った機械工学上の革命にも，ライブラリ

ー・ Xクーールはほとんど影響を受けていない。……将来

科学文献の管理は，非常に広い範囲の技術を必要とする

のである。”と発言し，“ライブラリアンシップという専

門職は拡大してこの技術を含むべきものか，それとも何

か別の分野が出来るべきであらうか？”と意味深長な疑

問を投げかけている。40）

　Kyleたちは，“ライブラリー・スク・一ルには科学司

書の教育という点では，はっきりした長所があるが，……

しかし科学司書の教育を適切に行なうには現在のプログ

ラムをもっと強化する必要がある。……図書館学教育家

の中には，科学司書，科学文献分析者および情報学者

の教育はすべて図書館学教育家の専門的領域であると考

えている人達がおり，かれらはこの種の教育がライブラ

リー・スクール以外の学校で行なわれるようなことには

反対であるように思われる。”と指摘している。そして科

学文献分析者と情報学者を教育するためにかれらが提案

した方法は，今日のライブラリー・スク’一ルのやり方と本

質的に異なっているというのが，Kyleたちの言い分で

ある。かれらは工学部ないし工科大学なら，科学文献分析

者のための教育課程を設置しうるし，情報学の科目も設

けることが出来るであろうと考え，このような課程を“独
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立した情報学科として，あるいは現在ある学科の一部と

して，あるいは諸学科連携の課程として”工学部に設け

ることを示唆している。41）この点については，Harold

：Lancourが同じ年に，“ライブラリー・スクールで新し

いライブラリアンシップのための教育を敢えて行なわな

いならば，図書館学教育に於ける主権を工学部に譲るこ

とになると強調しているものが図書館学教育家の中に若

干いる。”と書いていることを指摘するに止める。42）

　　ライブラリー・スター・・ルのカリキュラムをいかに改変

し，時代の要請にこたえるか，ということについては，

1962年1月末にシコゴで開かれたライブラリ’一・スクe一一・

ル全米協議会の基本科目研究会でも1963年1月末の研

究会でも討議され，ライブラリー・スクールの基本科目

の中で，ドキ＝メンテt・一・一ショソのオリエソテr・p・一・ションを

すべきであるという意見が出されていた。1962年4月末

にオハイオ州クリーーヴランドで開催された“図書館教育

の将来”と題する研究会でも“従来の教育内容に満足す

ることなく，新しい科学技術の進展状況に着目し，その

結果をカリキュラムの内容に織り込む必要が強調され

た”43）し，ライブラリー・スクールが“将来は図書館学

の専門家とか図書館員に授業を委任する傾向を改善

し，主題の専門家および情報処理研究者を教授陣に迎え

ることの必要性が強調された。”44）

　今後さらに，基礎的な調査研究を行なって，果してか

かる教育の分離が必然的なものであるか，或いは図書館

学と情報学とを合体した新しい教育課程が可能かどうか

ということを究明することが，根本的に必要であろう。

すでに，コロンビア大学ではこのような基礎的調査を行

なう計画を立てているが，その結果が出れば，教育制度

や社会事情など相違はあるにせよ，わが国にとっても，

いろいろの示唆が得られることと期待される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図書館学科）
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